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ど
う
な
る
産
業
振
興
、住
民
福
祉

三
位
一
体
改
革
に
よ
る

財
政
へ
の
影
響
は
。所

得
譲
与
税

は
、
前
年
度
と
比
較
し
て
五
千

五
十
万
円
の
増
を
見
込
ん
で
い

る
。
対
し
て
地
方
交
付
税
は
一

億
六
千
四
百
万
円
の
減
、
補
助

金
・
負
担
金
は
三
千
三
百
万
円

の
減
、
臨
時
財
政
対
策
債
は
二

千
八
百
万
円
の
減
。
合
計
で
一

億
七
千
四
百
万
円
の
マ
イ
ナ
ス

と
見
込
ん
で
い
る
。

企
画
財
政
課

問 三
位
一
体
改
革

財
政
へ
の
影
響

町
有
地
の
有
効
利
用
で

収
入
を
上
げ
る
努
力
を

町
有
地
の
有
効
利
用
を

図
り
、
収
入
を
上
げ
る
努
力
を
。

町
営
住
宅
跡

企
画
財
政
課

問

地
の
売
却
や
旧
マ
リ
ン
パ
ー
ク

食
堂
の
貸
し
付
け
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。
今
後
も
町
有
地
の
処

分
も
含
め
、
有
効
利
用
を
図
っ

て
い
く
。

予
算
額
が
減
少
す
る
中

下
水
道
事
業
の
実
施
は

予
算
額
が
減
少
し
て
い

く
中
で
、
現
在
実
施
し
て
い
る

下
水
道
事
業
な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
大
丈
夫
か
。財

政
計
画
は

第
八
次
計
画
と
リ
ン
ク
し
、
財

政
再
建
団
体
に
な
ら
な
い
よ
う

に
策
定
し
た
。
町
営
住
宅
の
見

直
し
、
織
笠
漁
業
集
落
排
水
事

業
の
休
止
な
ど
調
整
し
た
も
の

も
あ
る
。
十
年
後
に
は
姿
が
見

え
る
も
の
に
し
た
い
。

人
口
の
減
少
に
歯
止
め

を
掛
け
る
た
め
、
Ｉ
タ
ー
ン
や

問 企
画
財
政
課

問

Ｕ
タ
ー
ン
向
け
に
農
地
付
き
の

宅
地
提
供
を
考
え
て
は
。

永
住
に
限
ら
ず
、
観

光
と
結
び
つ
い
た
漁
業
な
ど
滞

在
人
口
を
増
や
す
海
山
の
体
験

メ
ニ
ュ
ー
を
豊
富
に
し
、
山
田

の
自
然
・
人
情
を
生
か
し
た
町

づ
く
り
が
良
い
と
考
え
る
。

町
長

カ
キ
・
ホ
タ
テ
を
育
て
る

森
林
整
備
計
画
は

カ
キ
・
ホ
タ
テ
を
育
て

る
た
め
に
は
山
が
大
事
で
あ
る
。

本
町
に
は
八
百
�
に
及
ぶ
町
有

林
が
あ
る
が
、
森
林
整
備
計
画

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

四
月
一
日
か

ら
岩
手
の
森
林
税
が
課
税
と
な

り
、
閉
伊
川
流
域
の
整
備
計
画

が
変
更
と
な
る
。
そ
れ
に
合
わ

せ
て
本
町
の
森
林
整
備
計
画
も

変
更
と
な
る
予
定
で
あ
る
。

産
業
振
興
課

問

３月19日に開催された「三陸山田カキまつり」
町内外から12,200人もの行楽客が訪れ、旬の
味覚カキを味わっていました

予
算
特
別
委
員
会
は
、
三
月
七
日
か
ら
十
日
ま
で
町

中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。
初

日
に
は
、
委
員
長
に
川
村
敬
一
委
員
を
選
出
。
四
日
間

に
わ
た
り
一
般
会
計
や
介
護
保
険
特
別
会
計
な
ど
九
会

計
の
平
成
十
八
年
度
当
初
予
算
を
審
議
し
ま
し
た
。
財

政
問
題
や
産
業
振
興
策
な
ど
、
会
計
ご
と
に
委
員
か
ら

数
多
く
の
質
問
が
あ
り
、
活
発
な
質
疑
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。
こ
こ
で
は
そ
の
審
議
の
概
要
を
お
伝
え
し
ま
す
。

総括
質疑

ど
う
な
る
産
業
振
興
、住
民
福
祉

緊
縮
予
算

岩手県やまだ議会だよりＮｏ.１１２ 平成１８年４月１５日発行（７）

高
齢
化
は
避
け
て
通
れ

な
い
問
題
で
あ
る
が
、
少
子
化

は
手
の
打
ち
よ
う
が
あ
る
。
小

学
生
の
医
療
費
を
無
料
に
す
る

な
ど
山
田
な
り
の
方
法
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

少
子
化
対
策
は
一
自

治
体
が
行
っ
て
す
ぐ
成
果
が
出

る
も
の
で
は
な
い
。
国
で
も
出

産
育
児
一
時
金
の
引
き
上
げ
、

児
童
手
当
の
拡
充
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。
国
を
挙
げ
て
や
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。

学
校
給
食
が
第
八
次
町

総
合
発
展
計
画
に
盛
り
込
ま
れ

て
い
な
い
。
今
後
も
実
施
す
る

問 町
長

問

考
え
は
な
い
の
か
。

第
八
次
町
総
合
発
展

計
画
策
定
の
た
め
の
「
ま
ち
づ

く
り
委
員
会
」
で
、
実
施
し
て

ほ
し
い
と
い
う
一
部
提
言
は

あ
っ
た
が
、
多
数
意
見
と
は
な

ら
な
か
っ
た
。

町
長

産
業
振
興
の
た
め
、
職

員
か
ら
も
「
特
区
」
に
つ
い
て

提
案
す
る
こ
と
は
な
い
の
か
。

特
区
と
は
、

規
制
が
あ
る
た
め
民
間
事
業
者

が
困
っ
て
い
る
こ
と
を
、
行
政

が
規
制
を
外
す
手
助
け
を
す
る

制
度
で
あ
る
。
民
間
か
ら
町
に

対
し
て
「
特
区
」
に
関
す
る
相

企
画
財
政
課

問

談
は
な
い
。

職
員
内
で
も
事
業
選
定
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
作
業
の
中
で
、
新
し

い
発
想
な
ど
は
検
討
し
て
い
る
。

漁
民
の
所
得
向
上
の
た

め
、
ど
の
よ
う
な
努
力
を
す
る

か
。
殻
付
き
カ
キ
の
単
価
を
上

げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

新
た
な
組
織
を
立
ち

上
げ
、
山
田
魚
市
場
の
振
興
策

に
取
り
組
む
。
春
カ
キ
に
力
を

入
れ
て
は
と
提
言
も
し
て
い
る
。

「
産
・
学
・
官
の
審
議

会
」
を
設
置
し
て
、
産
業
政
策

を
検
討
し
、
生
産
者
に
政
策
誘

導
を
図
る
べ
き
で
は
。

問 町
長

問

昨
年
、
岩
手
大
学
と

の
交
流
の
場
を
持
っ
た
。
大
学

で
は
、
積
極
的
に
地
域
の
産
業

支
援
に
役
に
立
ち
た
い
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
こ
の
関
係
を
さ

ら
に
伸
ば
し
て
い
き
た
い
。

町
長

少
子
化
進
行
を
防
ぐ

山
田
の
取
り
組
み
は

産
業
振
興
「
特
区
」
で

何
か
提
案
は
な
い
の
か

漁
民
の
所
得
を
向
上

さ
せ
る
取
り
組
み
を

４日間に及んだ予算特別委員会
新年度予算について活発な議論
が交わされました

国民健康保険 24億99万円

18億3,334万円

12億4,978万円

648万円

8,783万円

1億4,830万円

3億7,729万円

収入 2億8,981万円
支出 2億6,839万円

老　人　保　健

介　護　保　険

介　護　保　険
（サービス事業勘定）

簡易水道事業

漁　業　集　落
排水処理事業

公共下水道事業

水　道　事　業

◆特別会計など

◆一般会計 65億550万円

平成18年度予算額

民生費�
25.1％�

�

総務費�
12.9％�

土木費�
16.4％�

公債費�
15.5％�

その他�
9.4％�

　     国庫�
　 支出金�
  7.2％�

　　町債�
7.8％�

県支出金�
6.5％�

      繰入金�
10.3％�

町　税�
15.5％�

地方交付税�
43.3％�

歳入�歳出�

農林水産業費�
4.3％�

教育費�

衛生費�
8.1％�

消防費　5.5％�

議会費、商工費、その他　3.2％�

9.0％�

民生費（福祉の向上のために使われる経費） 225,539円
土木費（道路の整備や区画整理事業に使われる経費） 146,976円
公債費（事業を行うため借りたお金の返済に充てる経費） 138,979円
総務費（一般事務費などに使われる経費） 116,077円
教育費（小中学校の管理や社会教育に使われる経費） 81,202円
衛生費（各種検診やごみ処理に使われる経費） 72,751円
農林水産業費（農林水産業の振興に使われる経費） 38,241円
その他（消防費、議会費、商工費など） 77,668円

１世帯当たりの一般会計歳出予算額（18年４月１日現在　7,249世帯）
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